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要旨  

ほとんどの大学生が、大学での最後の数年間に自分の将来のキャリアやどのように就職
活動をするかについて考え始める。又、大学生が自分の希望するキャリアや選んだ理由
について、さまざまな動機づけの要因がある。就職活動はその国の文化や大学が提供す
るサポートサービスによって、学生が選択するステップに影響すると言える。私達が日
本で留学していた時、リカと比べて日本人の学生が経験する就職活動の多くに違いにが
ある事に気づいた。そこで、私達の研究を通して男女の大学生の就職活動の経験に違い
があるかどうかを知りたいと思った。又これらの選択、希望、就職活動の経験がアメリ
カ人と日本人の学生の間でどのように異なるかを発見するだけでなく、就職活動の過程
と、人々が彼らが望むキャリアを追求する動機となるものに焦点を当てた。二つの研究
質問に答えるために、日米の大学生５９名に質問をする為にオンラインアンケートを
使って調査を行った。結果として、日本とアメリカでは、就職活動のプロセスが大きく
異なることがわかった。日本人の大学生は通常、三年生から就職活動を初め、就職活動
に専念するためにほとんどの単位を三年生の終わりまでに修了する。これは、アメリカ
人の学生は通常四年生や卒業後に就職活動を始める事とは大きく異なる。日本の社会に
は、就職活動のためのより体系的なシステムがあり、学生は通常、皆同時にステップを
始めまた完了する。プロセスは異なる場合があるが、日本とアメリカの大学には、学生
が就職活動中に使用できる多くの類似した情報サービスがある。また、アメリカ人の学
生は私生活の充実の為に、経済的安定に関心を持っていることにも気づいた。一方、日
本人の学生は、会社への貢献度や同僚といかに協調していけるかについて懸念してる。 

はじめに： 

私達はこの研究を通して日本とアメリカの男女の大学生の就職活動のについて詳
しく知りたいと思った。そして就職活動の過程と、彼らが望むキャリアを追求する動機
となるものに焦点を当て調査を行った。結果、日本とアメリカでは、就職活動のプロセ
スが大きく異り日本ではアメリカよりも早期に就職活動を行うことが分かった。また、
仕事に関しては、アメリカ人の学生は私生活とのバランスや経済的安定に関心を持って
おり、日本人の学生は、自分の会社への貢献度や同僚といかに協調していけるかについ
て懸念していることがわかった。 

1.  研究の重要性  

私たちが日本に留学した際、日本の就職活動はアメリカの就職活動と大きく異な

ることに気付いた。そのうちの一つは、日本人の大学生は皆同じタイミングで就職活動

を始めることだ。日本人の友達と話した際、ほとんどの学生が３年で授業をとり終え、
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就職活動により集中していることがわかった。日本は就職活動のシステムに大学が合わ

せているように見えた。一方でアメリカでは大学卒業後、自分で就職活動をする傾向が

ある。このキャップストーンを通して、日米の学生はどのようなキャリアを望んでいる

か、また大学が学生を支援するサービスが国によってどのように異なるか、について知

りたいと思った。 

2.  研究質問  

1.日米の大学生は男女別にどのようなキャリアを志望するか。又それはなぜか。 

2. 就職活動をする際、日米の大学生はどのようなサポートやサービスを利用する

のか。 

3. 研究背景  

3.1 アメリカと日本の人気のキャリア 

 ２０１７年のアメリカの労働省の調査によると、少なくとも学士号を必要とす

る女性に人気のキャリアは、「看護師」、「管理アシスタント」、「小中学校の教

師」、などで、男性に人気のキャリアは「経営者」、「ソフトウェア開発者」、など

だった 。２０１７年の日本の文部科学省によると、少なくとも学士号を必要とする女

性に人気のキャリアは、「事務職員」、「エンジニアリング」などで、男性に人気の

キャリアは、「エンジニアリング」、「事務職」などだった。 

3.2 アメリカと日本で人気の専攻 

２０１６年のアメリカの全国教育統計センターによると、大学で女性に人気の専

攻は、「ビジネス」、医療・健康専門職および関連分野」、「心理学」で、男性に人気

の専攻は、「ビジネス」、「工学技術」、「社会科学と歴史」だった 。２０１７年の

日本の文部科学省によると、大学で女性に人気の専攻は、「社会科学」、「人文科

学」、「衛生」で、男性に人気の専攻は、「社会科学」、「工学」、「衛生」だった。 

3.3 アメリカと日本の大学でのキャリアサービス 
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アメリカで大学のキャリアサービスは、1970年代の設立以来、技術の進歩と学生

と採用担当者とのつながりを組み込むように変化した。最近では、専門的なキャリア開

発、雇用、インターンシップの機会、および体験学習をもたらす「カスタマイズされた

つながり」が求められている。アメリカにおける大学のキャリアサービスでは「キャリ

アアドバイス」、「履歴書/カバーレターの書き方のクラス 」、「専攻とキャリアの

マッチング 」、「キャリアの研究を支援する」、「就職フェア」などが例にあげられ

る (Dey & Cruzvergara, 2014; Cal State Monterey Bay Career Center, 2020)。日本で大学の

キャリアサービスは、1900年代初期の米国の職業指導サービスに基づいている。千崎

は、日本のキャリア教育は、雇用された学生の数よりもキャリア教育の質に重点を置く

べきであると考えている。日本で大学のキャリアサービスの例は「キャリアアドバイ

ス」、「キャリア教育コース」、「インターンシッププログラム・学生指導」、「就職

活動指導」、「同窓生ネットワーキング」などだ(Senzaki, 1993; Okayama University, 

2020)。 

3.4 アメリカと日本の就職活動 

アメリカではほとんどの学生が4年目に就職活動を始めますが、大学生がキャリ

アサービスを求める率は20％に満たない事がわかっている。又、多くの学生が家族や友

人などのつながりを利用し、専門的なネットワークを使い、活動を行う。最近、企業

は、将来有望な従業員にトレーニングを提供するための労働力開発プログラムに目を向

けている(Fadulu, 2018)。又、ピューリサーチセンターによると、仕事を探しているアメ

リカ人の79％は、仕事を見つけるための方法としてオンラインを主に使用している。日

本の大学生は通常、3年生で就職活動を始める。就職活動として、学生は就職説明会に

参加したり、エントリーシートに記入したり、グループインタビューや筆記試験の準備

をする。就職活動には多くの時間とお金を費やさなくてはならず、説明会のほとんどは

平日のため学生はクラスを欠席する必要があるかもしれない (Molin, 2015)。 

3.5 就職活動への懸念 

2018年には、アメリカ人の卒業生の29％が自分の仕事と生活のバランスが保てる

かどうかを懸念しており、より柔軟な仕事を求めている事がわかった。又、卒業生の
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33%は、充実した仕事が見つからないと不安に思っていたようだ (Kataria, 2018)。一方

で６７％の日本人の学生は、自分が与えられた「仕事がやっていけるか」どうかが心配

だと答え、又、「会社での人間関係、付き合いかた」がうまく行くかどうかを不安に

思っている学生が64％だった (Employment Advance Research Center, 2018)。 

3.6 アメリカと日本の大学を卒業後の就職率 

2018年のアメリカの全国教育統計センターによると、学士号を取得した人の86％

が2018年に就職した。2019年の調査によると、新卒者の日本の雇用率は78％だった

(Kyodo, 2018, National Center for Education Statistics 2018,  New Graduate Employment Rate 

Rises Again, 2019)。 

4.  研究  

4.1. 調査の対象 

 この調査には59名の大学生に参加してもらった。参加者は日本人29名、内男子

14人、女子15人と、アメリカ人30名、内男子13人、女子17人である。 

4.2. 調査方法 

アンケート調査用紙を日本語と英語で作成し、グーグルフォームを使ってデータ

を集めた。 

5.  結果  

5.1. 研究質問１：日米の大学生は男女別にどのようなキャリアを志望するか。又それは

なぜか。 

この研究質問に対し、いくつかの質問をした。 

アメリカ 

図 1： 
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図１からわかるように、日本の男子学生の50％と女子学生の60％が、クラスより

も就職活動を優先することがわかった。一方、アメリカ人の男子学生8％と女子学生35

％が同意している。 

図 2： 

 

 

 

「あなたはどのような分野の仕事に就きたいですか。」という質問に対して半数以上の
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アメリカ人女子学生53％と男子学生54％が、様々な分野の仕事の選択肢がある中、教育

関係の仕事に就きたいと考えている。 

図 3： 

 

同じ質問に対して日本の女子学生の上位２つは「事務職」と「販売・マーケティング」

で、男子学生の上位2つは「販売・マーケティング」と「教育」だった。 

図 4： 
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「 就職先を決める場合、どのような要素が影響すると思いますか。」という質問に

は、アメリカの学生の場合、「仕事の安定性」「専攻」「給料」は希望の仕事に影響を

与えますが、「親」「教師」「友達」は、ほとんど影響を与えない。 

図5： 

 

日本人の学生の場合、同様に「給料」「仕事の安定性」「専攻」は希望の仕事に影響し
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ますが、「親」「教師」「友達」は、ほとんど影響を与えない。 

図 6： 

 

「私は卒業後、すぐに希望の就職先に就職できると確信している」と言う項目に対し

て、61％のアメリカの男子学生は自信を持っていると答えましたが、約71％の日本の男

子学生はあまり自信がないと答えた。一方で、アメリカ人と日本人の女子学生共に、男

子学生に比べて就職できると言う自信がないと言う事がわかった。 

図 7： 
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次は「「私の性別は職業を選択する際に影響があると思う」と答えたアメリカ人は５７

％と過半数ですが、日本人は２４％にすぎない。 

図 8： 

 

「卒業後、すぐに就職するべきだと思う」と言う質問に対して、大多数の日本人学生が

賛成しているのに対して、多くのアメリカ人学生はこの意見に反対している。 

図 9： 

 

「なぜ卒業後、直ぐに就職するべきだと思いますか」に対して「経済的安定」と「ロー
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ンを完済する」事が、アメリカ人の学生にとって重要な要素だと言う事がわかった。 

図 10： 

 

同じ質問に対して、日本人の学生は男性も女性も、「経済的安定」と「自立」が重要だ

と考えている。又、女性の53％は、卒業した後に働く機会を逃してしまう事を心配して

いる。 

5.2. 研究質問１のまとめ 

過半数のアメリカ人の学生は教育関連の職に就きたいと考えていますが、日本人

の学生に最も人気があった職種はセールス/マーケティングとビジネスだ。日米の学生

が卒業後にキャリアを取得したい主な理由は、仕事の安定と給与です。日本人の学生

は、「卒業後に就職の機会を逃す事と自立出来るかどうかを心配している。又、日本人

はアメリカ人よりも卒業後すぐに就職することが重要だと考えており、就職活動を授業

よりも優先している。 

5.3. 研究質問２：就職活動をする際、日米の大学生はどのようなサポートやサービスを

利用するのか。 

次の6つの質問は同じですが、要素が異なる。 
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図 11： 

 

[就職活動をするにあたり、以下の人々からどのくらいサポートを受けると思いますか

（家族）]と言う質問に対して、93％の日本人と50％のアメリカ人の学生は、家族から

多くの又はある程度のサポートを受けると答えましたが、42％のアメリカの学生はあま

り又は全くサポートがないと答えた。 

図 12： 

 

キャリアセンターに対して、83％の日本人の大学生と40％のアメリカ人の大学生は多く

のサポートとある程度のサポートを受けると答えた。それに対して37％のアメリカ人の
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大学生はあまりサポートを受けないと答えた。 

図 13： 

 

大学の先生と教授に対して、79％の日本人の大学生と64％のアメリカ人の大学生は大学

の先生からある程度のサポート又は多くのサポートを受けると答えた。 

図 14： 

 

次の要素は先輩と話すことだ。65％の日本人と50％のアメリカ人は先輩の支援を「多

く」又は「ある程度」受けると答え、37％のアメリカ人と28％の日本人はあまりサポー
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トを受けないと答えた。 

図 15： 

 

それから52％の日本人の大学生と43％のアメリカ人の大学生はある程度又は多くのサ

ポートを友達から受けると答えた。 

図 16： 

 

最後の要素は人材募集代行会社だ。この要素に対して、48％の日本人の大学生は人材募

集代行会社からあまり又は全くサポートを受けないと答え、30％のアメリカ人の大学生
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はあまりサポートを受けない又はある程度受けると答えた。 

図 17： 

 

「あなたの大学は就職活動のためにどのようなサービスを提供していますか。」という

質問に対して、アメリカの大学も日本の大学も就職説明会、アドバイザーによる支援、

履歴書の書き方の授業など、同様のサービスを提供しているようだ。 

図 18： 
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「いつ頃から就職活動を始めればいいと思いますか。」という質問に対して、多くのア

メリカ人の学生は就職活動を４年生又は大学卒業後に始めるべきだと考えているのに対

し、ほとんどの日本人の学生は大学三年で始めるべきだと答えている。 

図 19： 

 

「就職活動のためにどのようなことをしますか。」という質問に対して、ほとんどの日

本人とアメリカ人の大学生共に、友達と話すこと以外、就職活動のために、提示した全

ての活動を行っている。 

図 20： 
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「就職活動中に、どんな事が懸念されますか。」という質問に対して、「低所得」と

「その仕事に必要な資格［能力］が十分でない」と「就職できない」はアメリカ人と日

本人の大学生に共通の不安のようだった。70％以上のアメリカ人の学生が別の懸念とし

て「会社の所在地」を選び「パワハラ・セクハラ」を選んだ女性も多かった。 

図 21： 

 

「 あなたは何社にエントリーすると思いますか。」という質問に対して、ほとんどの

アメリカ人と日本人の男子学生が応募するのは10社以下でしたが、日本の女子学生の67

％は11社から40社と言う多くの企業に応募すると答えている。 

5.7. 研究質問２のまとめ 

ほとんどの日本人の学生はアメリカ人学生よりも大学のキャリアサービスを利用してい

る。日本の学生は3年生で就職活動を始めるべきだと強く感じていますが、アメリカ人

は4年生や卒業後が適切だと答えている。アメリカ人と日本人の学生は、「低所得」

「能力不足」「就職できない」ことを心配していますが、アメリカ人の女子学生は、企

業でのジェンダーによる不平等な扱いについてより心配する傾向がある。過半数の日本

人女性は、11社から40社の仕事に応募すると答えたのは卒業後に就職出来ないかもしれ

ないと言う大きな懸念を示している。 

6. 結論  
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日米の就職活動のシステムの違いにより、日本人の大学生はアメリカ人の大学生

よりも著しく早く就職活動を始める。日本では就職活動がより重視され、就職先を在学

中に確保している。日米の学生共に就きたい職種は、経済的な自立と大学で学んだ知識

に関連している。アメリカ人が就職活動の過程で抱えていた大きな懸念は個人の経済的

な自立だったのは、ワークライフバランスを大切とするアメリカ人のライフスタイルに

関連していると言えるかもしれない。一方で、日本人の学生 の懸念は仕事に必要な能

力が不充分であることや仕事上の人間関係である事がわかり、企業の一員として自分が

会社にどれだけ貢献できるかが、重要になっているようだ。又、日本とアメリカには同

様の就職に関する大学のサービスがありますが、使用する頻度と方法に違いがある事が

わかった。 

7.  研究の限界点と将来の研究課題  

今回の調査では、アメリカ人の参加者の女性と男性の割合が同等ではなかった。

また、十分なデータ収集と分析のために、より多くの回答者が必要だった。そしてアメ

リカの就職活動に関する情報や文献を見つけるのは非常に難したかった。次回は、回答

者を増やし、また、仕事をしている人を調査して比較してみたいと思う。ジェンダーの

問題やその他の社会問題についてさらに調べていきたいと思う。 
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